
放射線部門では機器の点検や撮影プロトコルの検討を重ね、

患者様に安全で質の高い医療を提供することを心がけています。

また、三次救急医療機関として24時間体制で対応しています。

骨塩定量検査装置

毎日の健康から救命救急まで

ひとりでも多くの方に安心を
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No.06

●
骨
塩
定
量
検
査
と
は
?

骨
塩
定
量
検
査
と
は
?

　
骨
の
密
度
を
調
べ
る
検
査
で
、
主
に
骨
粗
鬆
症

（
こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う
）
を
診
断
し
ま
す
。
こ

の
装
置
は
、
エ
ッ
ク
ス
線
を
用
い
、
腰
椎
や
股
関

節
の
骨
を
撮
影
し
デ
ー
タ
処
理
を
行
い
、
骨
密
度

を
測
定
し
ま
す
。

　
検
査
は
服
を
着
た
ま
ま
ベ
ッ
ト
に
横
に
な
り
10

分
程
度
で
終
了
し
ま
す
。（
測
定
部
位
の
周
り
に
ボ

タ
ン
や
金
具
類
が
あ
る
場
合
は
検
査
着
に
着
替
え

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　
ま
た
、
呼
吸
を
止
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

診 療 科 の ご 案 内

総合診療科耳鼻いんこう科

北海道医療センターには全 28 もの診療科があります。

【理念】 「人と自然の健康と調和を大切にする医療を実践します」

〒063-0005 札幌市西区山の手5条7丁目1番1号

TEL.011-611-8111
北海道医療センター

QRコード

RADIOLOGY DEPARTMENT 08



横骨の3D画像 正面

■3D画像のしくみ

■CTのしくみ

輪切りの積み重ね

心臓大血管 脳

■血管の3D画像

大血管の3D画像腰椎のMRI

頭部のMRA

頭部のMRI

GE社製 Discovery MR 750w 3.0T

PHILIPS社製 Achieva 1.5T

造影剤を使うことにより血管を描出することもできます。
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検
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は
?

C
T
検
査
で

で
き
る
こ
と
・
み
え
る
も
の

　
C
T
検
査
と
は
Ｘ
線
を
使
っ
て
体
の
断
面
像
を

撮
る
検
査
で
す
。

　
管
球
（
Ｘ
線
が
で
る
と
こ
ろ
）
か
ら
連
続
ま
た

は
間
欠
的
に
Ｘ
線
を
出
し
、
人
体
の
周
り
を
高
速

で
回
転
さ
せ
る
こ
と
で
輪
切
り
の
画
像
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
健
康
診
断
な
ど
で
撮
ら
れ
る
X
線
検
査
は
平
面

写
真
な
の
で
、
わ
か
る
範
囲
が
限
ら
れ
て
し
ま
い

ま
す
が
、
C
T
検
査
で
は
体
の
中
を
詳
し
く
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
　

　
脳
出
血
な
ど
の
頭
部
疾
患
か
ら
呼
吸
器
疾
患
・

腹
部
消
化
器
疾
患
・
婦
人
科
疾
患
・
心
臓
や
大
血

管
等
の
循
環
器
疾
患
、
外
傷
性
救
命
救
急
な
ど
、

頭
か
ら
足
先
ま
で
の
撮
影
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
撮
影
し
た
画
像
を
重
ね
合

わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
輪
切

り
以
外
の
方
向
か
ら
も
観
察

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

そ
の
他
に
も
特
定
の
も
の

（
部
位
）
だ
け
を
取
り
出
し
、

３
D
画
像
を
構
築
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

M
R
I
と
は
?

（M
agnetic R

eso
nance Im

aging:

磁
気
共
鳴
画
像
）

　
M
R
I
（M

agnetic 
Resonance 

Im
aging

;

磁
気
共
鳴
画
像
：
図
1
）
と
は
、
強
力
な
磁
力
を
利

用
し
て
生
体
内
部
の
情
報
を
画
像
化
す
る
方
法
で
、

必
要
に
応
じ
た
任
意
の
断
面
像
が
直
接
得
ら
れ
る
事

や
様
々
な
撮
像
手
技
を
用
い
る
こ
と
で
C
T
検
査
と

は
異
な
っ
た
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
血
管
を
描
出
す
る
M
R
A
（M

R 
A
ngiography

：
図
2
）
と
呼
ば
れ
る
画
像
を
比
較

的
簡
便
に
撮
像
す
る
事
が
で
き
ま
す
。

　
撮
像
時
間
（
検
査
時
間
）
が
長
く
、
ま
た
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
ー
や
体
内
金
属
の
あ
る
方
に
は
検
査
で
き
な

い
、
閉
所
恐
怖
症
の
方
は
検
査
で
き
な
い
、
検
査
中

の
音
が
う
る
さ
い
等
の
欠
点
も
あ
り
ま
す
。
検
査
時

間
は
頭
部
な
ど
短
い
検
査
で
約
15
〜
20
分
程
度
、
心

臓
な
ど
長
い
検
査
で
30
〜
40
分
程
度
か
か
り
ま
す
。

当院では２８の診療科があり、三次救急にも対応しています。
緊急時にも迅速に対応できるよう二台体制で検査を行っています。 
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当院のCT

当院の設備

　当院では2台のMRIが
稼働しています。マグネット
と呼ばれる大きなトンネル
状の機械に専用の検査台
に寝た状態で入り、検査を
行います。

　検査中、非常に大きな音がしますが、使い捨
ての耳栓やヘッドホンなど用意して対応しています。
　また、必要な場合は造影剤を静脈などから注入
することで、より臨床に役立つ画像を提供して
います。

平日/ 13:00～17:00に予約受付をしています。
☎011-611-8111（病院代表）に｢脳ドックの予約をしたい｣と
お伝えください。担当係にお繋ぎします。
返信用封筒を同封した｢申込書｣を郵送しますので、必要事項を
記載して返信をお願いいたします。
申込内容を確認して、こちらからお電話いたします。

当院の設備
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完全予約制です
予約方法

当院では毎週月曜日の午後から脳ドックを実施しております。
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頸動脈ステント留置術

ステント留置後の冠動脈造影

バルーンで血管を広げているところ

冠動脈造影

コイル塞栓後

カテーテルアブレーションCARTO

脳動脈瘤

治療前治療後

肝動脈造影

病変部

No.030330303

●
血
管
造
影
検
査
の
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案
内

●
脳
動
脈
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イ
ル
塞
栓
術

●
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動
脈
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塞
術
T
A
E
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動
注
化
学
療
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T
A
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●
経
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動
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術
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血
管
造
影
検
査
の
ご
案
内

　
冠
動
脈
、
脳
血
管
系
、
腹
部
血
管
系
、
四
肢
血
管
系
の
診
断
・
治
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

心
臓
疾
患（
循
環
器
用
）
と
頭
頸
部
疾
患
・
体
幹
部
・
末
梢
血
管
疾
患
（
頭
部
、
体
幹
部
用
）
と

し
て
2
台
の
血
管
撮
影
装
置
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　
ど
ち
ら
の
装
置
も
F
P
D
、
バ
イ
プ
レ
ー
ン
で
あ
り
、
精
度
の
良
い
画
像
の
撮
影
、
撮
影
時

間
の
短
縮
に
よ
る
被
ば
く
の
低
減
化
・
造
影
剤
使
用
量
の
減
少
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

　
頭
部
血
管
系
で
は
脳
動
脈
瘤
の
コ
イ
ル
塞
栓
（
そ
く
せ
ん
）
術
、
腹
部
血
管
系
で
は
肝
動
脈

閉
塞
術
（
T
A
E
）
や
外
傷
の
T
A
E
等
、
循
環
器
系
で
は
経
皮
的

冠
動
脈
形
成
術
（
P
C
I
）
や
心
筋
焼
灼
（
し
ょ
う
し
ゃ
く
）
術
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

脳
動
脈
コ
イ
ル
塞
栓
術

カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
心
筋
焼
灼
術
）

　
脳
動
脈
瘤
は
脳

動
脈
の
弱
い
所
が

コ
ブ
状
に
膨
ら
ん

だ
も
の
で
、
破
裂

す
る
と
く
も
膜
下

出
血
を
起
こ
し
ま

す
。

　
動
脈
瘤
の
中
に

極
細
の
マ
イ
ク
ロ

カ
テ
ー
テ
ル
を
挿

入
し
、
こ
れ
を
通

し
て
糸
の
よ
う
な

コ
イ
ル
を
動
脈
瘤

内
に
入
れ
て
、
動

脈
瘤
を
コ
イ
ル
で

埋
め
る
コ
イ
ル
塞

栓
術
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
P
C
I
（Percutaneous Coronary Intervention

）
と
は
、
虚
血
性
心
疾
患
（
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
）
へ
の
カ
テ
ー
テ
ル

に
よ
っ
て
治
療
す
る
冠
動
脈
血
行
再
建
術
の
総
称
で
す
。

　
足
の
つ
け
根
ま
た
は
手
首
か
ら
直
径
２
㎜
程
度
の
カ
テ
ー
テ
ル
を
入
れ
て
冠
動
脈
の
入
り
口
に
留
置
し
、
そ
の
中
を
通
し
て

病
変
部
（
図
1
）
に
バ
ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル
（
図
2
）
と
い
う
先
端
に
風
船
の
つ
い
た
管
を
挿
入
し
、
風
船
を
膨
ら
ま
せ
て
病

変
部
を
拡
張
し
、
更
に
ス
テ
ン
ト
と
い
う
金
属
の
網
目
状
の
筒
を
病
変
部
で
拡
張
し
血
管
の
内
側
か
ら
支
え
る
ス
テ
ン
ト
留
置

術
（
図
3
）
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
電
極
の
つ
い
た
カ
テ
ー
テ
ル
を
血
管
か
ら
心
臓
内
に
挿

入
し
、
高
周
波
通
電
に
よ
り
不
整
脈
の
原
因
と
な
っ
て
い

る
組
織
を
熱
で
焼
灼
（
し
ょ
う
し
ゃ
く
）
す
る
不
整
脈
の

治
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
C
A
R
T
O
（
カ
ル
ト
）
シ
ス
テ
ム
は
、
G
P
S
（
位

置
情
報
計
測
シ
ス
テ
ム
）
と
同
様
の
原
理
で
磁
界
を
用
い

て
カ
テ
ー
テ
ル
の
正
確
な
位
置
を
割
り
出
し
、
心
臓
の
立

体
画
像
を
構
築
し
、
電
界
に
よ
っ
て
心
腔
内
に
挿
入
し
た

電
極
カ
テ
ー
テ
ル
を
視
覚
化
し
ま
す
。
ま
た
、
カ
テ
ー
テ

ル
を
操
作
す
る
速
度
で
の
解
剖
の
描
出
が
可
能
と
な
っ
た

最
新
の
三
次
元
画
像
シ
ス
テ
ム
で
す
。

肝
動
脈
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塞
術
T
A
E
・
動
注
化
学
療
法
T
A
I

経
皮
的
冠
動
脈
形
成
術
P
C
I

　
消
化
器
疾
患
へ
の
カ
テ
ー
テ
ル
を
用
い
た
治
療
に
は
、
腫
瘍
な
ど
へ
の
化

学
療
法
や
外
傷
性
出
血
を
止
め
る
動
脈
塞
栓
（
そ
く
せ
ん
）
術
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　
肝
動
脈
閉
塞
術
T
A
E
（T

ranscatheter A
rterial E

m
bolization

）

は
肝
細
胞
癌
な
ど
に
対
す
る
治
療
で
す
。

　
動
注
化
学
療
法
T
A
I
（T

ranscatheter A
rterial Infusion

）
で
は

経
皮
的
リ
ザ
ー
バ
ー
植
え
込
み
や
抗
が
ん
剤
の
注
入
も
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
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血
管
造
影
検
査
の
ご
案
内

　
冠
動
脈
、
脳
血
管
系
、
腹
部
血
管
系
、
四
肢
血
管
系
の
診
断
・
治
療
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
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疾
患
（
頭
部
、
体
幹
部
用
）
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し
て
2
台
の
血
管
撮
影
装
置
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。

　
ど
ち
ら
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装
置
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F
P
D
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バ
イ
プ
レ
ー
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で
あ
り
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の
撮
影
、
撮
影
時

間
の
短
縮
に
よ
る
被
ば
く
の
低
減
化
・
造
影
剤
使
用
量
の
減
少
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

　
頭
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血
管
系
で
は
脳
動
脈
瘤
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コ
イ
ル
塞
栓
（
そ
く
せ
ん
）
術
、
腹
部
血
管
系
で
は
肝
動
脈

閉
塞
術
（
T
A
E
）
や
外
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T
A
E
等
、
循
環
器
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で
は
経
皮
的

冠
動
脈
形
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術
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P
C
I
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心
筋
焼
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（
し
ょ
う
し
ゃ
く
）
術
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。
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膨
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膜
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を
起
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し
ま
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。
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ク
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テ
ー
テ
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を
挿
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て
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よ
う
な

コ
イ
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を
動
脈
瘤

内
に
入
れ
て
、
動

脈
瘤
を
コ
イ
ル
で

埋
め
る
コ
イ
ル
塞

栓
術
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　
P
C
I
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）
と
は
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虚
血
性
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疾
患
（
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
）
へ
の
カ
テ
ー
テ
ル

に
よ
っ
て
治
療
す
る
冠
動
脈
血
行
再
建
術
の
総
称
で
す
。

　
足
の
つ
け
根
ま
た
は
手
首
か
ら
直
径
２
㎜
程
度
の
カ
テ
ー
テ
ル
を
入
れ
て
冠
動
脈
の
入
り
口
に
留
置
し
、
そ
の
中
を
通
し
て

病
変
部
（
図
1
）
に
バ
ル
ー
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テ
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テ
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（
図
2
）
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膨
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留
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（
図
3
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お
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す
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。
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テ
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テ
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磁
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電
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カ
テ
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テ
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視
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す
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テ
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●
核
医
学
検
査
と
は
?

●
実
施
し
て
い
る
検
査
例

RADIOLOGY DEPARTMENT 0607 RADIOLOGY DEPARTMENT

044No.04
核
医
学
検
査
と
は
？

　
核
医
学
検
査
は
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
検
査
ま
た
は

R
I
（
ア
ー
ル
ア
イ
）
検
査
と
も
呼
ば
れ
、
特
定

の
臓
器
や
組
織
に
集
ま
り
や
す
い
性
質
を
持
っ
た

放
射
性
の
医
薬
品
を
投
与
し
ま
す
。

　
投
与
さ
れ
た
放
射
性
医
薬
品
が
、
目
的
の
臓
器

や
組
織
に
集
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
こ
か
ら
放
出

さ
れ
る
放
射
線
（
ガ
ン
マ
線
）
を
専
用
の
ガ
ン
マ

カ
メ
ラ
を
用
い
て
体
外
か
ら
検
出
し
、
そ
の
分
布

を
画
像
化
し
ま
す
。

　
C
T
検
査
や
M
R
I
検
査
は
、
主
に
臓
器
の
形

態
の
異
常
を
調
べ
る
の
に
対
し
、
核
医
学
検
査
は
、

投
与
さ
れ
た
放
射
性
医
薬
品
の
分
布
や
集
積
量
、

経
時
的
変
化
の
情
報
か
ら
、
臓
器
や
組
織
の
形
態

だ
け
で
な
く
、
機
能
や
代
謝
状
態
な
ど
も
評
価
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
検
査
時
間
は
、
お
お
よ
そ

30
分
程
で
終
わ
り
ま
す
。

X
線
撮
影

　
胸
部
・
腹
部
な
ど
の
他
、
整
形
・

耳
鼻
科
領
域
の
撮
影
や
、
婦
人
科
・

泌
尿
器
科
の
造
影
検
査
を
5
室
の
撮

影
室
で
行
っ
て
い
ま
す
。
小
児
専
用

の
撮
影
室
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
患
者
様
の
状
況
に
合
わ
せ

迅
速
に
X
線
撮
影
が
行
え
る
よ
う
、

移
動
型
X
線
回
診
車
を
救
命
救
急
外

来
、
I
C
U
、
手
術
室
に
各
1
台
、

病
棟
用
に
1
台
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

X
線
T
V
検
査

　
消
化
管
造
影

（
胃
バ
リ
ウ
ム
・

注
腸
造
影
）
の
他
、

内
視
鏡
を
用
い
た

E
R
C
P
（
内
視

鏡
的
逆
行
性
胆
管

膵
管
造
影
）
や
気

管
支
内
視
鏡
、
泌

尿
器
の
検
査
・
治

療
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
造
影
剤
を
用
い

る
こ
と
で
外
か
ら

で
は
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
体
内
臓

器
の
形
や
活
動
の
様
子
を
、
動
画
で
観
察
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
内
視
鏡
を
使
い
体
に
傷
跡
を
残
す
こ
と

な
く
体
内
か
ら
患
部
を
治
療
し
た
り
、
カ
テ
ー
テ
ル

チ
ュ
ー
ブ
（
3
㎜
程
度
）
を
刺
入
し
て
治
療
を
行
っ
た
り

し
ま
す
。

　
検
査
の
種
類
に
よ
っ
て
は
事
前
に
飲
食
制
限
を
し
て
頂

く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

乳
房
撮
影（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

　
乳
房
の
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
の
こ
と
で
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
乳
房
は
柔
ら
か
い
組
織
で
で
き
て
い
る
た
め
に
、

専
用
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
を
使
っ
て
撮
影
し
ま
す
。

　
触
っ
て
も
わ
か
ら
な
い
小
さ
な
し
こ
り
や
、
し
こ
り
を
作
ら
な

い
乳
が
ん
や
、
乳
が
ん
の
可
能
性
の
あ
る
石
灰
化
も
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
で
見
つ
か
る
乳
が
ん
の
70
％

は
早
期
が
ん
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
乳
房
を
ア
ク
リ
ル
板
で
圧
迫
し
、

引
き
延
ば
す
こ
と
で
痛
み
を
生
じ
ま

す
が
、
乳
腺
内
部
の
構
造
の
重
な
り

に
よ
る
病
変
の
見
逃
し
を
少
な
く
す

る
た
め
で
す
。

　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
、
広
範
囲
に
観
察
が
可

能
で
、
微
小
な
石
灰
化
を
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
乳
腺
組
織
が
乳
房
内
に
多
く
存
在
す

る
40
歳
以
下
の
若
い
女
性
や
、
授
乳
中
の
女
性

は
乳
腺
と
が
ん
の
区
別
が
つ
き
づ
ら
い
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
に
は
向
き
ま
せ
ん
。

　
国
の
指
針
で
は
、
40
歳
以
上
の
女
性
を
対
象

に
、
問
診
、
視
触
診
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ

る
2
年
に
1
回
の
定
期
検
診
が
推
奨
さ
れ
て
い

ま
す
。 当院で実施している検査例

NoNNNNo.05
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X
線
撮
影

●
X
線
T
V
検
査

●
乳
房
撮
影
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

マンモグラフィ

などです。

【 　脳　 】
【 甲状腺 】
【 心　臓 】
【 　肺　 】
【 腎　臓 】
【 副　腎 】
【 　骨　 】
【 消化器 】
【腫瘍・炎症】
【 その他 】

脳血流シンチ、ドパミントランスポーターシンチ
甲状腺摂取率検査、副甲状腺シンチ
心筋血流シンチ、心筋脂肪酸代謝シンチ、心筋交感神経シンチ
肺血流シンチ
腎動態シンチ、腎静態シンチ
副腎皮質シンチ、副腎髄質シンチ
骨シンチ
肝受容体シンチ、タンパク漏洩シンチ、消化管出血シンチ、メッケル憩室シンチ
ガリウムシンチ
唾液腺シンチ、センチネルリンパ節シンチ
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で
観
察
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
内
視
鏡
を
使
い
体
に
傷
跡
を
残
す
こ
と

な
く
体
内
か
ら
患
部
を
治
療
し
た
り
、
カ
テ
ー
テ
ル

チ
ュ
ー
ブ
（
3
㎜
程
度
）
を
刺
入
し
て
治
療
を
行
っ
た
り

し
ま
す
。

　
検
査
の
種
類
に
よ
っ
て
は
事
前
に
飲
食
制
限
を
し
て
頂

く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

乳
房
撮
影（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

　
乳
房
の
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
の
こ
と
で
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
乳
房
は
柔
ら
か
い
組
織
で
で
き
て
い
る
た
め
に
、

専
用
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
を
使
っ
て
撮
影
し
ま
す
。

　
触
っ
て
も
わ
か
ら
な
い
小
さ
な
し
こ
り
や
、
し
こ
り
を
作
ら
な

い
乳
が
ん
や
、
乳
が
ん
の
可
能
性
の
あ
る
石
灰
化
も
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
で
見
つ
か
る
乳
が
ん
の
70
％

は
早
期
が
ん
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
乳
房
を
ア
ク
リ
ル
板
で
圧
迫
し
、

引
き
延
ば
す
こ
と
で
痛
み
を
生
じ
ま

す
が
、
乳
腺
内
部
の
構
造
の
重
な
り

に
よ
る
病
変
の
見
逃
し
を
少
な
く
す

る
た
め
で
す
。

　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
、
広
範
囲
に
観
察
が
可

能
で
、
微
小
な
石
灰
化
を
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
乳
腺
組
織
が
乳
房
内
に
多
く
存
在
す

る
40
歳
以
下
の
若
い
女
性
や
、
授
乳
中
の
女
性

は
乳
腺
と
が
ん
の
区
別
が
つ
き
づ
ら
い
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
に
は
向
き
ま
せ
ん
。

　
国
の
指
針
で
は
、
40
歳
以
上
の
女
性
を
対
象

に
、
問
診
、
視
触
診
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ

る
2
年
に
1
回
の
定
期
検
診
が
推
奨
さ
れ
て
い

ま
す
。 当院で実施している検査例

NoNNNNo.05

●
X
線
撮
影

●
X
線
T
V
検
査

●
乳
房
撮
影
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）

マンモグラフィ

などです。

【 　脳　 】
【 甲状腺 】
【 心　臓 】
【 　肺　 】
【 腎　臓 】
【 副　腎 】
【 　骨　 】
【 消化器 】
【腫瘍・炎症】
【 その他 】

脳血流シンチ、ドパミントランスポーターシンチ
甲状腺摂取率検査、副甲状腺シンチ
心筋血流シンチ、心筋脂肪酸代謝シンチ、心筋交感神経シンチ
肺血流シンチ
腎動態シンチ、腎静態シンチ
副腎皮質シンチ、副腎髄質シンチ
骨シンチ
肝受容体シンチ、タンパク漏洩シンチ、消化管出血シンチ、メッケル憩室シンチ
ガリウムシンチ
唾液腺シンチ、センチネルリンパ節シンチ



放射線部門では機器の点検や撮影プロトコルの検討を重ね、

患者様に安全で質の高い医療を提供することを心がけています。

また、三次救急医療機関として24時間体制で対応しています。

骨塩定量検査装置

毎日の健康から救命救急まで

ひとりでも多くの方に安心を
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●
骨
塩
定
量
検
査
と
は
?

骨
塩
定
量
検
査
と
は
?

　
骨
の
密
度
を
調
べ
る
検
査
で
、
主
に
骨
粗
鬆
症

（
こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う
）
を
診
断
し
ま
す
。
こ

の
装
置
は
、
エ
ッ
ク
ス
線
を
用
い
、
腰
椎
や
股
関

節
の
骨
を
撮
影
し
デ
ー
タ
処
理
を
行
い
、
骨
密
度

を
測
定
し
ま
す
。

　
検
査
は
服
を
着
た
ま
ま
ベ
ッ
ト
に
横
に
な
り
10

分
程
度
で
終
了
し
ま
す
。（
測
定
部
位
の
周
り
に
ボ

タ
ン
や
金
具
類
が
あ
る
場
合
は
検
査
着
に
着
替
え

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　
ま
た
、
呼
吸
を
止
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

診 療 科 の ご 案 内

総合診療科耳鼻いんこう科

北海道医療センターには全 28 もの診療科があります。

【理念】 「人と自然の健康と調和を大切にする医療を実践します」

〒063-0005 札幌市西区山の手5条7丁目1番1号

TEL.011-611-8111
北海道医療センター

QRコード
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